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アザ電子環状反応を基に、アルコール化合物 6 に対するユニークな 1,4-付加反応による 2,3,4-置換ピペ
リジン構築法を開発し、それを用いインドールアルカロイドの(-)-20-epiuleine の不斉全合成を達成した
(Figure 1)2。また、共同研究として C3-4 位を飽和にした四環性化合物 8 に対する酸を用いた異性化反応
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立した。本反応を用い２種の条件を使い分けることで、C2 位に種々の置換基を持つ 10 種の置換ピリジ
ンを簡単に合成し、機能性材料として注目されている 2-アリールピリジンのライブラリー構築を行った。 
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Figure 2. Solid-phase one-pot pyridine synthesis.
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３．アルデヒド水素の[1,5]-H shift 反応の開発 3 
[1,5]-H shift はシグマトロピー転位の一種であり、ペンタジエンの異性化反応を始めこれまでに多く




[1,5]-H shift を新たに開発した(Figure 3)。これはジエナール 15 を加熱することで [1,5]転位が進行しケ
テン 16 が生成するものである。不安定な 16 はアルコールで捕捉され安定な 17 を与える。一見不合理
な反応であるが、C5, C2 位に種々の置換基を有する基質で反応が進行し、一般性があることを確認した。
一方鎖状のアルケニル基では、オキソ電子環状反応による異性化に続く電子環状反応が進行し環化化合
物 18 を与え、[1,5]-H shift と競争することが判明した。また、生成するケテンの[2+2]環化付加反応か
ら四員環化合物を合成し、さらに本反応を用い天然物 aframodial の合成を達成し、その合成的な展開を





























































CO2Et > MeBulky > Small 17
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４．N -スルホニルジエンアミドの環化反応  
ジエンアミドの熱環化反応 4 および不斉ルイス酸環化を開発した(Figure 4)。すなわち、N-スルホニル
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Figure 4. Thermal and Lewis acid azacyclization of N-sulfonyldienamide
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